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はがきアンケート 5 月 24日～（合計 54名）

アンケート調査の御協力有り難うございます。調査の結果を取りまとめましたので１８５号、１８６号
に分けて御報告致します。はがきアンケートにつきましては、二年間有効（令和５年４月末）ですので
御協力頂ければ幸いです。町民の皆様からのご意見を参考にし、お気持ちを受けとめ、前進できる
よう努めて参ります。

今回の議会だよりを評価する

議会活動はどのように
知っていますか？

喜界町に欲しいものはありますか？

あなたは喜界町をお好きですか？

項　目 人　数

評価する

評価しない

どちらでもない

回答なし
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２

９

２

※複数回答可
その他→チラシ、議会傍聴、など

※複数回答可
その他→マラソンロード、福祉施設、避難所、
　　　　温泉レジャー施設、身障専用就労所、
　　　　高齢者が使いやすい風呂施設、
　　　　美術館など

その他→回答なし、嫌いなど

評価する 評価しない どちらでもない 回答なし
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項　目 人　数

とても好き

好き

どちらでもない

その他
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項　目 人　数

文化ホール

スポーツ施設

多目的公園

その他
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項　目 人　数

議会だより

You tube

ホームページ

身近な議員

その他

議会だより議会だより

文化ホール文化ホール

スポーツ施設スポーツ施設多目的公園多目的公園

その他その他

その他その他

身近な議員身近な議員

ホームページ
You tube
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いつも喜界町の為にありがとうございます。イベントの際パイプイスでの１～２時間は私達の年代でも辛いで
す。３００名程度の観客席（可動式）があったらといつも願っています。普段は会議や練習の場として使用し客
席が収納できる会館があれば、もっと町民の楽しみが増すと思います。
【年代：30代】
　
２０２０年の議会議員選挙では、日本最高齢のうぐいす嬢が誕生し、話題になりました。今回の“読者の声”を
拝読し、違う意味で素敵な女性がうぐいす嬢として活躍されたことをうれしく思いました。荒廃の一途を辿る
喜界町にも希望の光が差し込んだようです。議会だよりを楽しみにしています。もうちょっと頑張って下さい。
【年代：不明】
　
女性議員が出てほしい。議員の皆様方は、町民の声を聞くことを心がけてください。皆さん全議員が質問に立
ってほしい。
【年代：60代】
　
若い力は新しい風であり、新しい知恵であり新しい力となれる。小さな喜界島だが、島を愛する若者は多い。若
い人の意見も良く聞きながら島のことを良くしていこうと議員さんや行政の人、島人、皆いずれおとらぬ情熱
を感じる。観光も大事な資源。まずはきれいな浜であってほしい。
【年代：不明】
　
福祉タクシー券なる物を発行して、障害者、老人、心臓病等の方に配ってほしい。喜界町には無理かな？
【年代：60代】
　
雨でも子供達が遊べるアスレチック施設が欲しい。喜界島はつまらない。
【年代：30代】
　
議員のやりたい事があれば、具体的に議会だよりに掲載してみては。一般質問をもっとたくさんの議員にやっ
てほしい。
【年代60代】
　
身体障害者専用の就労場所を作ってほしい。
【年代：30代】
　
みな様いつもありがとうございます。島の往来を増やすために、船·飛行機の料金はさらに安く、特に船の自動
車の料金は半額にして行く様によろしくお願いいたします。本土とのビジネス競争にそもそも離島は不利な
条件が多く、このままではさらに過疎化が進むと思います。
【年代：50代】
　
喜界島で、少子化が進むなか、小·中学校は統合して、継続していますが高校がどうなるのか。卒業生として、と
ても心配です。町と議会は、継続するために、いい方法等ないものか。一度話し合われたら。
【年代：70代】
　
議会開催後、議会だよりが手元に届く日数がかかりすぎていると思います。
【年代：不明】
　
今回は若き議員さんのそれぞれの想い、思考、島、島民への個々の想いが伝えられており、良かったと思います。
島の輝かしい未来の為に若き議員さんが団結して、ベテラン議員さんのアドバイスを元に、能力発揮、実行し
て欲しいと願ってます期待してます。頑張って下さい。
【年代：60代】
　
表紙はカラーなので、とても見やすいです。中は写真が入っているので読みやすい。読者の声と編集後記もこ
れからも続けてください。
【年代：60代】
　
趣味深く、読ませてもらっています。
【年代：50代】
　
今回（ハガキアンケート）は非常にいい試みだと思います。議会·行政と町民との間の双方向の意見交換·意思
疎通は重要だと思います。文化ホール設立基金の創設を希望します。音響設備も充実したものを。
【年代：70代】

◆ 「議会だより· 議会」に対しての意見（はがきアンケート）
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◆ 歳出項目別決算額

◆ 歳入項目別決算額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

その他  55,150千円 （0.7％）
分担金及び負担金
　　　　31,293千円
国有提供施設等所在市町村
助成交付金
　　　　14,287千円
地方特例交付金
　　　　2,388千円
環境性能割交付金
　　　　2,248千円
法人事業税交付金
　　　　1,910千円
株式等譲渡所得割交付金
　　　　1,060千円
配当割交付金
　　　　1,050千円
交通安全対策特別交付金
　　　　555千円
利子割交付金
　　　　359千円

地方交付税
  3,229,783千円（39.0％）

国庫支出金  1,913,910千円（23.1％）

地方譲与税  54,121千円（0.7％）
使用料及び手数料   69,722千円（0.8％）
財産収入  81,637千円（1.0％）
繰入金  108,420千円（1.3％）
寄附金  120,971千円（1.5％）
諸収入  125,907千円（1.5％）
地方消費税交付金  149,734千円（1.8％）
繰越金  157,784千円（1.9％）

町税  530,989千円（6.4％）
　固定資産税
　　　221,056千円（2.7％）
　町民税
　　　212,914千円（2.6％）
　たばこ税
　　　  61,401千円（0.7％）
　軽自動車税
　　　  35,618千円（0.4％）

町債  948,714千円（11.5％）

県支出金
　　　727,055千円（8.8％）

総務費
  1,895,517千円（23.4％）

民生費
  1,431,436千円
  （17.6％）

農林水産業費
     969,428千円（11.9％）

衛生費  1,305,173千円（16.1％）

災害復旧費  48,879千円（0.6％）
商工費  50,230千円（0.6％）
議会費  80,513千円（1.0％）
消防費  173,949千円（2.1％）
土木費  686,508千円（8.5％）

公債費  772,424千円（9.5％）

教育費  701,813千円（8,6％）

歳入総額
8,273,897
千円

歳出総額
8,115,870
千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和２年度喜界町一般会計の決算審査認定令和２年度喜界町一般会計の決算審査認定

町民一人当たりの決算規模  １，１８１，３４９円””町民一人当たりの決算規模  １，１８１，３４９円””

決算審査認定
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総務課

企画観光課

担 当 課 内　容　説　明 決算額事　業　名

総務管理費
（喜界町災害対策基金積立金）

常備消防費
（大島地区消防組合負担金）

県知事選挙費（備品購入費）

庁舎管理費（工事請負費）

財産管理費（修繕料）

自治振興費（委託料）

交通安全対策費（原材料費）

条件不利性改善事業
（加工品輸送コスト支援補助金）

公園災害復旧費（原材料費）

地方創生関連事業
（喜界馬飼育委託料）

住民生活費
（シルバーセンター運営助成金）

火葬場費（修繕料）

廃棄物処理施設整備費
（一般廃棄物焼却施設工事請負）

災害時の避難所整備費、消耗品購入費、復旧
工事費等

常備消防費とは、喜界分署の運営費用。
内容は、職員15名の給与、出張旅費、4台の
車両修理費等。

自動計算機を導入することで集計作業の効率
を上げ、人員の削減に取り組んだ

本庁舎のエアコン修繕費

伊砂集落の公民館入り口の改修工事等

区長会への委託料（以前の区長報酬）

ロードミラー１２ケ所の設置料等

黒糖焼酎の輸送支援補助金
（酒造会社２社）

台風10号でスギラビーチに打ち上げられた
砂や砕石の撤去費用

馬小屋や柵の設置費、飼育料等

町民の方へ安価で草刈り等の作業を行って
いる。また雇用の確保にも繋げている

炉一基の耐火煉瓦の修繕
（前回は平成22年実施）

令和２年度分のクリーンセンター建設費

30,000千円

134,516千円

368千円

41,250千円

1,471千円

25,462千円

1,408千円

12,304千円

3,000千円

5,413千円

3,700千円

9,209千円

709,215千円

町民税務課

　令和３年第３回定例会は、９月２日から９月１７日まで１６日間の会期で開催しました。初日は、報告３件があ
り、令和２年度一般会計補正予算・特別会計補正予算、条例案件の議案１２件については各常任委員会
に付託し、同意案件２件を同意しました。令和２年度喜界町一般会計及び特別会計の決算認定について
は、決算審査特別委員会に付託されました。２日目は、一般質問（議員５名登壇）。最終本会議には、令和３
年度喜界町一般会計補正予算・特別会計補正予算、条例案件６件、陳情１件、発議１件を原案のとおり可
決し、決算審査特別委員会に付託された令和２年度一般会計及び特別会計の決算認定については、９
月７・８日の２日間審査し、結果全会一致で認定すべきものと決定しました。

■ 決算審査の主な事業
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町民税務課

保健福祉課

まちづくり課

担 当 課 内　容　説　明 決算額事　業　名

地籍調査事業費
（地籍調査基本測量委託料）

社会福祉総務費
（ひとり親家庭医療費助成金）

子育て世帯臨時特別給付金
事業

保健福祉総務費
（医師旅費助成金）

高齢者福祉費
（配食サービス委託料）

高齢者福祉費（長寿祝金）

母子保健事業費
（妊産婦助成金）

児童福祉総務費（工事請負費）

港湾整備費
（喜界町港改修工事等）

地域住宅交付金事業
（工事請負費）

農業次世代人材投資事業
（農業次世代人材投資事業補助金）

農業基盤整備促進事業
（設計委託費・農道、
水路促進事業費）

鳥獣防止対策事業費
（カラス施設管理委託料）

農地・農業用施設復旧費
（災害復旧工事費）

立会調査・測量実施後に地籍図作成する。
羽里、滝川、島中、西目の地籍図作成済。
湾・大朝戸で調査・測量実施済。

医療費の一部を助成することで、ひとり親家
庭の生活の安定と福祉の向上を図った

0歳児～18歳までの子供への給付
（927名×1万円）

徳洲会病院医師の旅費助成
（産科・循環器科・整形外科・眼科・皮膚科）

在宅で調理が困難な高齢者等に食事の確保
と安否確認などの推進を図った

長寿を祝福しお祝い金を支給した
（85歳71名、90歳58名、95歳19名、
100歳3名）

妊婦健診の旅費助成や出産時の宿泊費助成
を実施し、妊産婦の負担軽減を図った

第一保育所の老朽化による建て替え工事を
行っている（令和３年１１月完成予定）

浦原港改修工事費（複数工区）。沖防波堤の
製作、設置工事費用

湾・宮戸住宅Ｈ棟（8棟目・2階建て5部屋）
工事請負費　
１ＤＫ１部屋、２ＤＫ２部屋、３ＤＫ２部屋

新規就農する方へ年間最大150万円の支援
を行う国の事業。最長5年間。
令和２年度は9名の方へ支給。

詳細は、①農道設計委託：城久・上嘉鉄
②農道工事：手久津久、花良治、赤連
③暗渠排水工事：花良治・塩道。

町内５カ所にカラスのワナを設置委託。
更に、捕獲したカラス１羽に付き捕獲料千円
を支払ったもの。捕獲総数513羽。

台風10号による大雨により被災した農地費
（11箇所）施設（13地区）の復旧費

15,260千円

　
2,521千円

9,270千円

4,000千円

6,591千円

4,410千円

2,787千円

28,160千円

275,590千円

102,300千円

11,484千円

35,554千円

653千円

25,600千円

農業振興課
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農業振興課

教育委員会

担 当 課 内　容　説　明 決算額事　業　名

農業振興費
（農業後継者育成事業交付金）

糖業振興費
（さとうきび生産振興基金事業
 補助金）

畜産振興費（増頭推進補助金）

園芸振興費
（農産物輸送コスト支援補助金）

運営費
（営農支援センター管理作業
 委託料）

特殊病害虫特別防除事業費

農地費（工事請負費）

事務局費
（スクールバス運行委託料）

ＧＩＧＡスクール構想事業費
（委託料・教育備品費）

地方創生関連事業費
（国公立大学進学応援事業費）

入学祝い金

学校管理費（修繕費）

就学援助費（準要保護費）

文化財保護費（手数料）

大島地区大会運営費
（庁用備品費）

農業研修者への毎月10万円の助成金
（50万×4名、70万×1名）

農薬、除草剤の補助（約20％補助）

生産牛購入の為の補助金
（新規農家1頭15万円。
 既存農家1頭10万円）

鹿児島市場に出荷する作物の鹿児島までの
海上輸送コストの補助金
（国70％、県町各々15％）

令和２年度より開発組合へ委託
（人件費、種子代、育苗、資材等の全ての経費）

アリモドキゾウムシ駆除作業全般を開発組合
へ委託

第二喜界島農場水利事務所改修工事
（荒木小跡地）

大型4台、中型2台、マイクロ2台、計8台の
運行費及び車検・燃料・整備費用。利用者園児
94名、児童118名、生徒67名

ネット回線敷設整備費。町内全小・中学生に
1人1台のタブレット端末550台購入。

令和２年度は20万円を11名（過去最多）に
支給。

町内の小・中・高入学生に支給(158人×２万円）

喜界小学校のプールフェンスの取り替え
早町小学校のプールシャワー修繕
喜界中学校の壁がなく柱だけで構成された
ピロティ（吹き抜けの空間）の設置
（地震・耐震性・耐津波性能）

生徒学用品費・新入学学生用品費・給食費・
通学用品費を支給

城久公園草刈り（シルバーに委託年4回）

サッカーゴール4基
（喜界高校2基・総合グランド2基）

2,700千円

2,289千円

2,660千円

14,399千円

9,806千円

43,256千円

96,000千円

43,123千円

71,732千円

2,200千円

3,160千円

4,127千円

7,287千円

1,321千円

851千円



８

補正予算の主なもの補正予算の主なもの
● 総務文教常任委員会報告● 総務文教常任委員会報告

● 産業福祉常任委員会報告● 産業福祉常任委員会報告

総務課

教育委員会
事務局

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

担 当 課 内　容　説　明 予算額事　業　名

新型コロナウイルス感染症対策費

ふるさと寄付金事業（消耗品費）

加工販売施設運営費（修繕料）

商工業振興事業費（委託料）

火葬場費（修繕費、手数料）

塵芥処理費（重機借り上げ料）

廃棄物処理施設整備費
（土地購入費）

小学校費（修繕料）

中学校費（県体会出場補助金）

公民館費（修繕料）

旧学校管理費（修繕料）

文化財保護費（修繕料、手数料）

園芸振興費（修繕料）

家畜診療所運営費（医薬材料費）

漁港整備費（修繕料）

土木総務費（修繕料）

道路維持費（修繕料）

住宅管理費（修繕料）

高齢者福祉費（長寿会活動補助金）

健康増進事業費（検査助成金）

子育て世帯生活支援特別給付金
給付事業
（子育て世帯生活支援特別給付金）

アグリハウス（農業研修生ハウス）のハウスと
ハウスの繋ぎ目にあたる排水部分谷の修繕と、
ビニールの巻き上げ機の設置で10棟分全て
の修繕料

牛の検診が月１回であったが、病気の早期発見、
治療に繋げるため、検診を月２回行ったことで
の診療件数増加

荒木漁港のコンクリート打設、小野津漁港配
線盤、同じく小野津漁港の飛び込み防止柵等
の修繕

城久公園（東屋）修繕料

ショッピングセンターふくり前の町道整備、小
野津集落の雁股の泉上、町道に安全対策のた
めのポールを設置

塩道団地のコンクリート爆裂工事
（ひび割れした部分の修繕）4世帯分

手久津久集落ゲートボール場のトイレ修繕

高齢者の方へのPCR検査の助成金で、濃厚
接触者には該当しなかったが接触者となった
方に検査費用を全額助成

対象者の増加による

1,468千円　　
1,600千円　
183千円
3,000千円

2,403千円

20,490千円

35,404千円

2,800千円

434千円

238千円
530千円

1,473千円

3,500千円

13,460千円

852千円

423千円

2,960千円

1,512千円

581千円

600千円

2,700千円

町民税務課

企画観光課

農業振興課

まちづくり課

保健福祉課

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 常任委員会報告

空港、港における検温作業等の業務

ふるさと寄付金の増に伴う、返礼品の増加

誘導灯9台設置のための修繕費

夏祭り代替えイベント開催予定

シロアリ被害による窓枠等の修理２百２５万５
千円、シロアリ駆除手数料として１４万８千円

粗大ゴミ置き場分別等の重機借り上げに伴う
もの

喜界町一般廃棄物最終処分場の土地購入費
（土地3筆、面積29,259㎡、㎡単価1,200円）

喜界小学校のプールフェンス修繕２百50万
円、早町小学校牛乳冷蔵庫30万円

県体会出場部活の増と台風の影響により飛
行機使用のため

中央公民館の防火整備修繕

旧坂嶺小学校、体育館の床修繕

発掘調査に使用する測量機器の修繕料58万
5千円、施設外壁の洗浄手数料88万8千円



９

第
3
回
定
例
会
で
5
名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問
町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

質問する
土岐 和貴 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況

　

現
在
、
全
国
的
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
く
中
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
や
副
反
応
、
因
果
関
係

は
不
明
だ
が
死
亡
報
告
も
厚
生
科
学
審

議
会
に
て
情
報
収
集
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、
自
分

の
体
に
適
し
て
い
る
か
、
子
供
に
と
っ
て

必
要
か
慎
重
に
考
え
て
接
種
す
る
、
接

種
し
な
い
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

本
町
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
副

反
応
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
報
告
の
現
状

に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
に
つ
い
て
、
65

歳
以
上
の
接
種
対
象
者
は
２
，９
０
４

名
、１
回
目
の
接
種
者
は
２
，４
２
６
名
、

接
種
率
が
83
．５
％
と
な
っ
て
い
る
。
２

回
目
の
接
種
者
は
２
，３
９
７
名
。
接
種

率
は
82
．５
％
と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て
、
一
時
的
な

接
種
部
位
の
痛
み
や
発
熱
、
だ
る
さ
が

出
た
と
い
う
声
は
聞
い
て
い
る
。
接
種
会

場
で
、
一
時
的
に
気
分
不
良
を
訴
え
15

分
ほ
ど
休
憩
を
さ
れ
た
方
が
３
名
。
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ
い
て
は
報
告
は
な

い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
性
能
は
感
染
予
防
を
期

待
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
発

症
予
防
、
重
症
化
予
防
が
想
定
さ
れ
て

い
る
と
厚
生
科
学
審
議
会
の
審
議
結
果

報
告
書
に
記
載
さ
て
い
る
。
子
供
に
と
っ

て
本
当
に
ワ
ク
チ
ン
が
必
要
か
真
剣
に

悩
ん
で
い
る
ご
家
族
も
多
く
い
る
。
重

症
化
リ
ス
ク
の
低
い
若
年
層
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
し
て
、
今
後
も
慎
重
に
考

え
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
詳
し
く

説
明
し
た
上
で
接
種
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
今
後
も

接
種
を
希
望
し
た
方
、
接
種
を
希
望
し

て
い
な
い
方
、
両
方
が
差
別
的
な
対
応

が
な
い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

　

本
町
に
お
け
る
12
歳
以
上
64
歳
ま
で

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

12
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
予
約
状
況
に
つい
て
、
全
体
の
接
種

対
象
者
が
３
，２
３
０
名
、
そ
の
中
で
医

療
従
事
者
等
接
種
済
み
者
が
５
４
４

名
、
今
回
集
団
接
種
対
象
者
が
２
，６

８
６
名
。
予
約
者
に
つ
い
て
、
９
月
２
日

現
在
２
，０
３
７
名
、予
約
率
が
75
．８
％

と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は
、

１
年
ち
ょっ
と
で
認
証
さ
れ
た
と
い
う
と

こ
ろ
の
短
さ
は
あ
る
が
、
発
症
予
防
、

重
症
化
予
防
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
若

年
層
、
子
供
た
ち
へ
の
デ
ル
タ
株
も
広

が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状
を
鑑
み
る

と
、
や
は
り
接
種
は
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

就
労
支
援
の
充
実
に
向
け
て

　

就
労
支
援
は
人
間
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
営
み
を
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

即
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
だ
と
考
え
る
。
現
在
で
は
全
国
的

に
農
業
と
福
祉
の
融
合
で
農
福
連
携
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
で
も
農
福
連

携
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
で
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
、
生
活
困
窮
者
の
働
き

口
の
創
出
が
で
き
る
と
と
も
に
農
業
分

野
の
働
き
手
不
足
の
問
題
解
消
に
繋
げ

て
い
け
る
と
考
え
る
。

　

障
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
町
民

の
方
々
の
中
で
可
能
な
限
り
少
し
で
も

働
き
た
い
が
働
け
る
環
境
が
な
い
と
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
町
に
お
け
る

就
労
支
援
の
取
り
組
み
、
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

　

本
町
の
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
現

状
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
界
福
祉
ネ
ッ
ト
ご
ま

畑
、
小
規
模
作
業
所
の
ほ
っ
と
館
に
委

託
し
て
い
る
。
精
神
障
が
い
者
が
い
つ
で

も
集
え
る
憩
い
の
場
、
作
業
を
通
し
て

自
立
を
目
指
す
場
と
し
て
い
る
。
現
在

８
名
が
利
用
し
て
い
て
、
年
に
３
回
か
ら

４
回
、
あ
ま
み
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
が
、
障
が
い
者
就
労
登
録

相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
登
録

者
、
仮
登
録
者
合
わ
せ
て
19
名
。

　

平
成
30
年
度
に
町
内
の
福
祉
事
業
者

が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
を
開
設
し
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
た
が
、
本
年
５
月
に
廃
止

を
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
少
し
で
も
改
善

し
、
障
が
い
者
の
就
労
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
場
を
生
み
出
す
た
め
に
、
農
業
分

野
で
の
就
労
機
会
の
創
出
を
図
る
農
福

連
携
の
取
組
で
障
が
い
者
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
要

質
要

質
要



10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
状
況

　

現
在
、
全
国
的
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
く
中
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
や
副
反
応
、
因
果
関
係

は
不
明
だ
が
死
亡
報
告
も
厚
生
科
学
審

議
会
に
て
情
報
収
集
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
、
自
分

の
体
に
適
し
て
い
る
か
、
子
供
に
と
っ
て

必
要
か
慎
重
に
考
え
て
接
種
す
る
、
接

種
し
な
い
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

本
町
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
副

反
応
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
報
告
の
現
状

に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
に
つ
い
て
、
65

歳
以
上
の
接
種
対
象
者
は
２
，９
０
４

名
、１
回
目
の
接
種
者
は
２
，４
２
６
名
、

接
種
率
が
83
．５
％
と
な
っ
て
い
る
。
２

回
目
の
接
種
者
は
２
，３
９
７
名
。
接
種

率
は
82
．５
％
と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て
、
一
時
的
な

接
種
部
位
の
痛
み
や
発
熱
、
だ
る
さ
が

出
た
と
い
う
声
は
聞
い
て
い
る
。
接
種
会

場
で
、
一
時
的
に
気
分
不
良
を
訴
え
15

分
ほ
ど
休
憩
を
さ
れ
た
方
が
３
名
。
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ
い
て
は
報
告
は
な

い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
性
能
は
感
染
予
防
を
期

待
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
発

症
予
防
、
重
症
化
予
防
が
想
定
さ
れ
て

い
る
と
厚
生
科
学
審
議
会
の
審
議
結
果

報
告
書
に
記
載
さ
て
い
る
。
子
供
に
と
っ

て
本
当
に
ワ
ク
チ
ン
が
必
要
か
真
剣
に

悩
ん
で
い
る
ご
家
族
も
多
く
い
る
。
重

症
化
リ
ス
ク
の
低
い
若
年
層
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
し
て
、
今
後
も
慎
重
に
考

え
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
詳
し
く

説
明
し
た
上
で
接
種
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
今
後
も

接
種
を
希
望
し
た
方
、
接
種
を
希
望
し

て
い
な
い
方
、
両
方
が
差
別
的
な
対
応

が
な
い
よ
う
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

　

本
町
に
お
け
る
12
歳
以
上
64
歳
ま
で

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

12
歳
以
上
64
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
予
約
状
況
に
つい
て
、
全
体
の
接
種

対
象
者
が
３
，２
３
０
名
、
そ
の
中
で
医

療
従
事
者
等
接
種
済
み
者
が
５
４
４

名
、
今
回
集
団
接
種
対
象
者
が
２
，６

８
６
名
。
予
約
者
に
つ
い
て
、
９
月
２
日

現
在
２
，０
３
７
名
、予
約
率
が
75
．８
％

と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は
、

１
年
ち
ょっ
と
で
認
証
さ
れ
た
と
い
う
と

こ
ろ
の
短
さ
は
あ
る
が
、
発
症
予
防
、

重
症
化
予
防
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
若

年
層
、
子
供
た
ち
へ
の
デ
ル
タ
株
も
広

が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状
を
鑑
み
る

と
、
や
は
り
接
種
は
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

就
労
支
援
の
充
実
に
向
け
て

　

就
労
支
援
は
人
間
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
営
み
を
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

即
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
だ
と
考
え
る
。
現
在
で
は
全
国
的

に
農
業
と
福
祉
の
融
合
で
農
福
連
携
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
で
も
農
福
連

携
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
で
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
、
生
活
困
窮
者
の
働
き

口
の
創
出
が
で
き
る
と
と
も
に
農
業
分

野
の
働
き
手
不
足
の
問
題
解
消
に
繋
げ

て
い
け
る
と
考
え
る
。

　

障
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
町
民

の
方
々
の
中
で
可
能
な
限
り
少
し
で
も

働
き
た
い
が
働
け
る
環
境
が
な
い
と
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
本
町
に
お
け
る

就
労
支
援
の
取
り
組
み
、
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

　

本
町
の
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
現

状
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
界
福
祉
ネ
ッ
ト
ご
ま

畑
、
小
規
模
作
業
所
の
ほ
っ
と
館
に
委

託
し
て
い
る
。
精
神
障
が
い
者
が
い
つ
で

も
集
え
る
憩
い
の
場
、
作
業
を
通
し
て

自
立
を
目
指
す
場
と
し
て
い
る
。
現
在

８
名
が
利
用
し
て
い
て
、
年
に
３
回
か
ら

４
回
、
あ
ま
み
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
が
、
障
が
い
者
就
労
登
録

相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
登
録

者
、
仮
登
録
者
合
わ
せ
て
19
名
。

　

平
成
30
年
度
に
町
内
の
福
祉
事
業
者

が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
を
開
設
し
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
た
が
、
本
年
５
月
に
廃
止

を
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
少
し
で
も
改
善

し
、
障
が
い
者
の
就
労
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
場
を
生
み
出
す
た
め
に
、
農
業
分

野
で
の
就
労
機
会
の
創
出
を
図
る
農
福

連
携
の
取
組
で
障
が
い
者
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。

質問する
米田 信也 議員

美
し
い
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
を

取
り
戻
そ
う

　

奄
美
・
沖
縄
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
伴
い
、
喜
界
島
に
も
観
光
客
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、
島
の
観
光
資
源
の一

つ
で
あ
る
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
に
散
乱
す
る
サ

ン
ゴ
石
を
除
去
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

ポ
イ
捨
て
ご
み
の
清
掃
や
、
ポ
イ
捨
て

禁
止
の
徹
底
、
啓
発
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

サ
ン
ゴ
石
の
除
去
は
、
例
年
冬
期
に

砂
入
れ
等
の
整
備
を
行
って
い
る
。
昨
年

台
風
14
号
に
お
い
て
か
な
り
の
被
害
を

受
け
て
お
り
、
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

石
の
除
去
、
ビ
ー
チ
の
整
備
を
行
っ
た
。

今
後
整
備
を
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
状
況
改
善
に
つ
な
が
る
か
な
ど
、

検
討
し
て
い
く
。

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
注
意
喚
起
の
貼
紙
掲
示
、
そ
れ

か
ら
広
報
紙
や
防
災
無
線
で
の
呼
び
か

け
等
を
行
って
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
後

を
絶
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
一
方
で
は
、
善
意
で
ご
み
拾
い
を
行
っ

て
い
る
有
志
の
方
も
お
り
、
そ
う
いっ
た

方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
注
意
喚
起
の
取

組
と
併
せ
て
、
有
志
の
方
々
の
取
組
の

輪
を
町
内
全
域
に
広
げ
て
い
き
、
施
策

を
検
討
し
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
島
を

目
指
す
。

　

公
園
に
つい
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

サ
ッ
カ
ー
等
を
楽
し
む
町
民
の
憩
い
の
場

で
あ
る
多
目
的
広
場
に
あ
る
、
増
え
過

ぎ
た
ア
ダ
ン
の
剪
定
や
除
去
、ま
た
、ビ
ー

チ
側
の
定
期
的
な
草
刈
り
の
実
施
に
つい

て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

ア
ダ
ン
は
喜
界
町
の
貴
重
な
植
物
で
、

保
護
植
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
17

種
の
う
ち
の一つ
、
そ
の
た
め
む
や
み
に

採
取
、
採
掘
、
伐
採
等
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
状
況
。
現
在
、
企
画
観
光
課
に
お

い
て
計
画
し
て
い
る
空
港
臨
海
公
園
の

改
修
事
業
、
そ
の
実
施
の
際
に
協
議
し

対
応
す
る
。

　
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
側
の
草
刈
り
は
、
本

年
度
よ
り
、
年
度
当
初
の
打
合
せ
に
て

毎
月
計
画
的
に
実
施
す
る
と
し
て
、
以

前
よ
り
も
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
問
合
せ
や
苦
情
等
に
つ
い
て
も
、

そ
の
都
度
現
場
を
確
認
し
て
、
必
要
に

応
じ
管
理
者
や
業
者
へ
作
業
指
示
を

行
って
い
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
完
全
駆
除
を

　

喜
界
島
で
は
今
ま
で
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
が
、
花
良
治
集
落
の

水
源
地
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
巣
は
も

う
既
に
駆
除
さ
れ
た
が
、
ほ
か
に
も
あ

る
可
能
性
が
あ
り
、
百
之
台
の
ポ
イ
ン

ト
２
１
１
の
そ
ば
で
、
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ

だ
と
思
わ
れ
る
個
体
が
数
匹
確
認
さ
れ

た
と
い
う
情
報
も
入
っ
て
い
る
。
今
後
の

調
査
、
注
意
喚
起
、
発
見
時
の
対
応
に

つい
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
奄

美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
へ
蜂
類
の
同

定
に
つ
い
て
、
写
真
、
個
体
を
送
り
、

８
月
25
日
に
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
と
同
定

結
果
が
出
た
。

　

注
意
喚
起
に
つ
い
て
は
、
既
に
防
災

無
線
に
て
呼
び
か
け
、
今
後
発
行
さ
れ

る
町
広
報
紙
の
９
月
号
に
て
注
意
喚
起

を
行
う
。

　

発
見
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
巣
な
ど

発
見
の
際
は
、
む
や
み
に
刺
激
す
る
こ

と
な
く
、
役
場
へ一
報
い
た
だ
く
よ
う
、

防
災
無
線
及
び
町
の
広
報
紙
で
引
き
続

き
呼
び
か
け
を
行
って
い
く
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ッ
プ
を
追
跡

調
査
の
た
め
仕
掛
け
て
い
る
。
そ
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
今
後
関
係
各
課
及
び

専
門
家
を
交
え
な
が
ら
駆
除
方
法
に
つ

い
て
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

今
、
百
之
台
、
ポ
イ
ン
ト
２
１
１
の

牧
草
地
で
、
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
で
あ
ろ

う
個
体
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら

も
注
意
を
し
な
が
ら
、
今
後
協
議
を
進

め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
救
済
充
実
を

　

昨
年
11
月
か
ら
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
の
陽
性
者
が
、
８
月
に

入
り
爆
発
的
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

感
染
拡
大
の
中
、
鹿
児
島
県
に
出
さ
れ

た
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
受
け

て
、
時
短
営
業
や
休
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
お
店
の
従
業
員
の
方
へ
の
救
済

が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

従
業
員
等
個
人
向
け
の
支
援
策
は
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と

な
って
く
る
。
そ
の
た
め
、
早
急
に
相
談

会
等
を
開
催
し
て
、
個
々
の
相
談
に
応

じ
て
い
く
。

　

併
せ
て
、
国
、
県
な
ど
の
支
援
策
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
町

独
自
の
対
策
も
講
じ
て
い
く
。

　　

喜
界
空
港
や
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
に
お

け
る
検
温
等
の
水
際
対
策
を
講
じ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
感
染
が
拡

大
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
に
向

け
て
、
強
化
対
策
を
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

本
町
で
の
空
港
、
港
で
の
水
際
対
策

に
つい
て
は
、
各
港
で
は
出
港
前
の
検
温

を
実
施
し
て
い
る
。
37
．５
度
以
上
の
発

熱
者
は
乗
船
で
き
な
い
。
航
空
路
は
、

喜
界
空
港
到
着
時
に
37
．５
度
以
上
の

発
熱
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
改
め
て
電

話
で
体
調
の
確
認
を
行
い
、
必
要
な
場

合
は
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
や
病
院
受

診
を
勧
め
て
い
る
。
来
島
さ
れ
る
方
々

に
向
け
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
受
検
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
８
月
16
日
か
ら
は
県
の
事
業

で
、
鹿
児
島
空
港
や
港
か
ら
県
内
離
島

へ
移
動
す
る
方
に
対
し
、
鹿
児
島
中
央

駅
及
び
鹿
児
島
空
港
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
際
対
策
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

水
際
で
の
感
染
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　

陽
性
反
応
が
出
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
自
宅
療
養
に
な
って
い
る
が
、
自
宅

療
養
や
宿
泊
施
設
療
養
の
注
意
点
の
徹

底
、
宿
泊
施
設
の
確
保
、
心
的
ケ
ア
、

不
当
な
差
別
や
偏
見
への
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

感
染
者
へ
の
対
応
方
法
は
、
県
内
で

の
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、
搬
送
受
入
れ
が
困
難
と
な

る
な
ど
、
緊
急
的
な
事
態
が
発
生
し
て

い
る
中
で
の
自
宅
待
機
と
な
っ
た
こ
と
は

御
理
解
願
い
た
い
。

　

現
在
、
県
と
連
携
し
て
、
軽
症
者
等

の
隔
離
や
経
過
観
察
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
宿
泊
療
養
施
設
の
開
所
に
向
け
て

調
整
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
は
、
患
者
の
症
状
や
家

族
構
成
、生
活
環
境
を
考
慮
し
た
上
で
、

自
宅
で
の
待
機
、
宿
泊
療
養
施
設
、
医

療
機
関
へ
の
入
院
、
島
外
へ
の
搬
送
等
、

症
状
に
対
応
し
た
療
養
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

感
染
者
へ
の
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中

傷
な
ど
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
に
つ
い

て
も
、
警
察
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
町
民
の
皆
様
へ
の
御
理
解
を

求
め
て
い
く
。

最
終
処
分
場
の
進
捗
状
況

　

最
終
処
分
場
予
定
地
の
買
収
及
び
設

計
図
の
進
捗
状
況
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

土
地
の
購
入
は
、
今
議
会
に
上
程
を

し
て
い
る一般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
お
い
て
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
費
の
中
に
、
土
地
購
入
費
と
し
て

３
，５
４
０
万
４
，０
０
０
円
を
計
上
し
て

い
る
。

　

設
計
は
、
７
月
14
日
に
入
札
を
行
い
、

日
本
水
工
設
計
株
式
会
社
鹿
児
島
事

務
所
が
落
札
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
配

置
等
の
実
施
設
計
、
工
程
計
画
に
つ
い

て
８
月
初
旬
に
打
合
せ
を
し
た
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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美
し
い
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
を

取
り
戻
そ
う

　

奄
美
・
沖
縄
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
伴
い
、
喜
界
島
に
も
観
光
客
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、
島
の
観
光
資
源
の一

つ
で
あ
る
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
に
散
乱
す
る
サ

ン
ゴ
石
を
除
去
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

ポ
イ
捨
て
ご
み
の
清
掃
や
、
ポ
イ
捨
て

禁
止
の
徹
底
、
啓
発
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

サ
ン
ゴ
石
の
除
去
は
、
例
年
冬
期
に

砂
入
れ
等
の
整
備
を
行
って
い
る
。
昨
年

台
風
14
号
に
お
い
て
か
な
り
の
被
害
を

受
け
て
お
り
、
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

石
の
除
去
、
ビ
ー
チ
の
整
備
を
行
っ
た
。

今
後
整
備
を
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
状
況
改
善
に
つ
な
が
る
か
な
ど
、

検
討
し
て
い
く
。

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
注
意
喚
起
の
貼
紙
掲
示
、
そ
れ

か
ら
広
報
紙
や
防
災
無
線
で
の
呼
び
か

け
等
を
行
って
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
後

を
絶
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
一
方
で
は
、
善
意
で
ご
み
拾
い
を
行
っ

て
い
る
有
志
の
方
も
お
り
、
そ
う
いっ
た

方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
注
意
喚
起
の
取

組
と
併
せ
て
、
有
志
の
方
々
の
取
組
の

輪
を
町
内
全
域
に
広
げ
て
い
き
、
施
策

を
検
討
し
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
島
を

目
指
す
。

　

公
園
に
つい
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

サ
ッ
カ
ー
等
を
楽
し
む
町
民
の
憩
い
の
場

で
あ
る
多
目
的
広
場
に
あ
る
、
増
え
過

ぎ
た
ア
ダ
ン
の
剪
定
や
除
去
、ま
た
、ビ
ー

チ
側
の
定
期
的
な
草
刈
り
の
実
施
に
つい

て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

ア
ダ
ン
は
喜
界
町
の
貴
重
な
植
物
で
、

保
護
植
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
17

種
の
う
ち
の一つ
、
そ
の
た
め
む
や
み
に

採
取
、
採
掘
、
伐
採
等
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
状
況
。
現
在
、
企
画
観
光
課
に
お

い
て
計
画
し
て
い
る
空
港
臨
海
公
園
の

改
修
事
業
、
そ
の
実
施
の
際
に
協
議
し

対
応
す
る
。

　
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
側
の
草
刈
り
は
、
本

年
度
よ
り
、
年
度
当
初
の
打
合
せ
に
て

毎
月
計
画
的
に
実
施
す
る
と
し
て
、
以

前
よ
り
も
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
問
合
せ
や
苦
情
等
に
つ
い
て
も
、

そ
の
都
度
現
場
を
確
認
し
て
、
必
要
に

応
じ
管
理
者
や
業
者
へ
作
業
指
示
を

行
って
い
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
完
全
駆
除
を

　

喜
界
島
で
は
今
ま
で
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
ス
ズ
メ
バ
チ
が
、
花
良
治
集
落
の

水
源
地
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
巣
は
も

う
既
に
駆
除
さ
れ
た
が
、
ほ
か
に
も
あ

る
可
能
性
が
あ
り
、
百
之
台
の
ポ
イ
ン

ト
２
１
１
の
そ
ば
で
、
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ

だ
と
思
わ
れ
る
個
体
が
数
匹
確
認
さ
れ

た
と
い
う
情
報
も
入
っ
て
い
る
。
今
後
の

調
査
、
注
意
喚
起
、
発
見
時
の
対
応
に

つい
て
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
奄

美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
へ
蜂
類
の
同

定
に
つ
い
て
、
写
真
、
個
体
を
送
り
、

８
月
25
日
に
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
と
同
定

結
果
が
出
た
。

　

注
意
喚
起
に
つ
い
て
は
、
既
に
防
災

無
線
に
て
呼
び
か
け
、
今
後
発
行
さ
れ

る
町
広
報
紙
の
９
月
号
に
て
注
意
喚
起

を
行
う
。

　

発
見
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
巣
な
ど

発
見
の
際
は
、
む
や
み
に
刺
激
す
る
こ

と
な
く
、
役
場
へ一
報
い
た
だ
く
よ
う
、

防
災
無
線
及
び
町
の
広
報
紙
で
引
き
続

き
呼
び
か
け
を
行
って
い
く
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ッ
プ
を
追
跡

調
査
の
た
め
仕
掛
け
て
い
る
。
そ
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
今
後
関
係
各
課
及
び

専
門
家
を
交
え
な
が
ら
駆
除
方
法
に
つ

い
て
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

今
、
百
之
台
、
ポ
イ
ン
ト
２
１
１
の

牧
草
地
で
、
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
で
あ
ろ

う
個
体
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら

も
注
意
を
し
な
が
ら
、
今
後
協
議
を
進

め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
救
済
充
実
を

　

昨
年
11
月
か
ら
確
認
さ
れ
な
か
っ
た

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
の
陽
性
者
が
、
８
月
に

入
り
爆
発
的
に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

感
染
拡
大
の
中
、
鹿
児
島
県
に
出
さ
れ

た
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
を
受
け

て
、
時
短
営
業
や
休
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
お
店
の
従
業
員
の
方
へ
の
救
済

が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

従
業
員
等
個
人
向
け
の
支
援
策
は
、

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と

な
って
く
る
。
そ
の
た
め
、
早
急
に
相
談

会
等
を
開
催
し
て
、
個
々
の
相
談
に
応

じ
て
い
く
。

　

併
せ
て
、
国
、
県
な
ど
の
支
援
策
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
町

独
自
の
対
策
も
講
じ
て
い
く
。

　　

喜
界
空
港
や
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
に
お

け
る
検
温
等
の
水
際
対
策
を
講
じ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
感
染
が
拡

大
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
に
向

け
て
、
強
化
対
策
を
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

本
町
で
の
空
港
、
港
で
の
水
際
対
策

に
つい
て
は
、
各
港
で
は
出
港
前
の
検
温

を
実
施
し
て
い
る
。
37
．５
度
以
上
の
発

熱
者
は
乗
船
で
き
な
い
。
航
空
路
は
、

喜
界
空
港
到
着
時
に
37
．５
度
以
上
の

発
熱
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
改
め
て
電

話
で
体
調
の
確
認
を
行
い
、
必
要
な
場

合
は
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
や
病
院
受

診
を
勧
め
て
い
る
。
来
島
さ
れ
る
方
々

に
向
け
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
受
検
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
８
月
16
日
か
ら
は
県
の
事
業

で
、
鹿
児
島
空
港
や
港
か
ら
県
内
離
島

へ
移
動
す
る
方
に
対
し
、
鹿
児
島
中
央

駅
及
び
鹿
児
島
空
港
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
際
対
策
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

水
際
で
の
感
染
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　

陽
性
反
応
が
出
た
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
自
宅
療
養
に
な
って
い
る
が
、
自
宅

療
養
や
宿
泊
施
設
療
養
の
注
意
点
の
徹

底
、
宿
泊
施
設
の
確
保
、
心
的
ケ
ア
、

不
当
な
差
別
や
偏
見
への
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　

感
染
者
へ
の
対
応
方
法
は
、
県
内
で

の
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
医
療
体
制
が

ひ
っ
迫
し
、
搬
送
受
入
れ
が
困
難
と
な

る
な
ど
、
緊
急
的
な
事
態
が
発
生
し
て

い
る
中
で
の
自
宅
待
機
と
な
っ
た
こ
と
は

御
理
解
願
い
た
い
。

　

現
在
、
県
と
連
携
し
て
、
軽
症
者
等

の
隔
離
や
経
過
観
察
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
宿
泊
療
養
施
設
の
開
所
に
向
け
て

調
整
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
は
、
患
者
の
症
状
や
家

族
構
成
、生
活
環
境
を
考
慮
し
た
上
で
、

自
宅
で
の
待
機
、
宿
泊
療
養
施
設
、
医

療
機
関
へ
の
入
院
、
島
外
へ
の
搬
送
等
、

症
状
に
対
応
し
た
療
養
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

感
染
者
へ
の
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中

傷
な
ど
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
に
つ
い

て
も
、
警
察
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
町
民
の
皆
様
へ
の
御
理
解
を

求
め
て
い
く
。

最
終
処
分
場
の
進
捗
状
況

　

最
終
処
分
場
予
定
地
の
買
収
及
び
設

計
図
の
進
捗
状
況
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

土
地
の
購
入
は
、
今
議
会
に
上
程
を

し
て
い
る一般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
お
い
て
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
費
の
中
に
、
土
地
購
入
費
と
し
て

３
，５
４
０
万
４
，０
０
０
円
を
計
上
し
て

い
る
。

　

設
計
は
、
７
月
14
日
に
入
札
を
行
い
、

日
本
水
工
設
計
株
式
会
社
鹿
児
島
事

務
所
が
落
札
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
配

置
等
の
実
施
設
計
、
工
程
計
画
に
つ
い

て
８
月
初
旬
に
打
合
せ
を
し
た
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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質問する
良岡 理一郎 議員

宿
泊
療
養
施
設
の
開
所
は

喫
緊
の
課
題

　

本
町
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

は
８
月
11
日
の
１
人
の
感
染
発
表
以
来
、

短
期
間
で
87
名
の
陽
性
が
島
内
で
確
認

さ
れ
る
大
変
な
経
験
を
し
た
。

　

今
回
の
対
応
で
深
刻
な
の
は
、
鹿
児

島
県
・
喜
界
町
が
用
意
す
べ
き
軽
症
者
、

無
症
状
者
向
け
の
宿
泊
療
養
施
設
は
用

意
で
き
る
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

施
設
が
開
所
で
き
ず
80
余
名
の
多
く
の

感
染
者
が
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
に
あ
る
。

　

宿
泊
療
養
施
設
は
看
護
師
が
常
駐

し
、
24
時
間
医
師
と
連
絡
で
き
一
定
の

医
療
の
見
守
り
が
確
保
で
き
、
費
用
は

公
費
負
担
が
原
則
で
す
の
で
宿
泊
料
、

食
費
、
医
療
費
は
無
料
で
あ
る
。
一方
、

自
宅
療
養
の
場
合
は
家
族
感
染
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
食
費
も
個
人
負
担
。

　

奄
美
医
療
圏
で
宿
泊
療
養
施
設
を

確
保
で
き
て
な
い
の
は
喜
界
町
だ
け
。

（
９
月
３
日
現
在
）

　

今
、
町
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

取
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
も
っ
て

町
民
の
命
を
守
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

８
月
の
陽
性
確
認
者
詳
細
、
今
後
の

対
策
に
つい
て
伺
う
。

　
町
長･

保
健
福
祉
課
長･

企
画
観
光
課
長

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
県
の
発
表
で

は
島
外
で
の
感
染
者
２
名
含
め
89
名
、

島
内
感
染
者
は
87
名
。
重
症
度
別
に
は

87
名
中
、
中
等
症
Ⅱ
が
３
名
、
中
等
症

Ⅰ
が
５
名
、
軽
症
が
79
名
。

　

隔
離
施
設
は
医
療
施
設
が
９
名
、
自

宅
待
機
が
81
名
。

　

そ
の
後
、
療
養
解
除
さ
れ
た
方
を
引

く
と
９
／
３
現
在
自
宅
療
養
者
は
16
名

で
あ
る
。

②
自
宅
療
養
者
に
は
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
（
酸
素
濃
度
計
測
器
）
を
30
個
用

意
し
貸
し
出
し
て
い
る
。
食
事
の
提
供

は一
人
暮
ら
し
で
用
意
が
で
き
な
い
方
に

提
供
し
て
い
る
。

③
宿
泊
療
養
施
設
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
、
県
と
も
連
携
し
つつ
確
保
に
向

け
尽
力
し
て
い
く
。
今
後
は
公
共
施
設

も
隔
離
施
設
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

④
空
港
の
手
荷
物
引
き
渡
し
台
の
密
状

態
は
関
係
機
関
と
協
議
の
場
を
設
け
改

善
し
て
い
き
た
い
。

町
民
の
有
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

実
施
の
方
向

　

１
年
半
も
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
の
連
鎖
を
断
つ
に
は
大

規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
大
事
で
あ
る
。

検
査
は
感
染
者
の
早
期
発
見
、
ク
ラ
ス

タ
ー
封
じ
込
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
今

こ
そ
大
規
模
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
如
何
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
現
在
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
方
や
濃
厚
接
触
者
等
に
対
し
保

健
所
の
判
断
に
よ
る
行
政
検
査
が
あ

る
。
ま
た
病
院
で
は
院
内
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
検

査
に
つい
て
は
国
、
県
の
動
き
を
注
視
し

た
い
。

②
町
民
が
希
望
す
る
有
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
と
も
相
談

し
な
が
ら
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
等
を
解
決

し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。

過
労
死
ラ
イ
ン
残
業
月
80
時
間

超
の
町
職
員
は
い
な
い

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
央
官
庁
や
都
市
部
の

自
治
体
で
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
80
時

間
越
え
、
１
０
０
時
間
の
労
働
実
態
も

報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
町
職
員
の
皆
さ

ん
に
は
長
期
に
渡
っ
て
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止

対
策
に
従
事
い
た
だ
い
て
い
る
が
過
重
労

働
、
と
り
わ
け
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
間

80
時
間
超
の
職
員
は
い
な
い
か
。
防
ぐ

手
立
て
を
伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

①
職
員
は
通
常
業
務
に
加
え
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
過
労
死
ラ
イ
ン
の

80
時
間
を
超
え
る
職
員
は
い
な
い
。
防

止
策
と
し
て
事
前
に
超
勤
命
令
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
45
時
間

を
超
え
そ
う
な
段
階
で
総
務
課
と
担
当

課
長
で
調
整
す
る
こ
と
で
実
務
軽
減
を

図
る
手
立
て
を
講
じ
て
い
る
。

②
仮
に
80
時
間
を
超
え
た
場
合
は
産
業

医
と
の
面
談
を
行
い
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
の
体
制
も
整
え
て
あ
る
。
時
間
的

に
は
大
丈
夫
で
も
疲
弊
し
て
い
る
職
員

に
は
内
部
の
ケ
ア
に
も
十
分
注
意
し
て
い

く
。

町
営
診
療
所
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
も
検
討
し
て
い
く

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
診
療
所
は
も
っ
と
役
割

発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
月
間
で
約
10
日
間
開
院
し
て
い
る
。

医
師
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
患
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
集
団
接
種
の
軽
減

も
図
ら
れ
て
い
る
。

②
今
後
も
こ
の
運
営
を
維
持
し
な
が
ら

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

集
落
公
民
館
の
雨
戸･

ト
イ
レ

改
修
は
年
度
末
ま
で
に
終
了

　

台
風
対
策
の
各
集
落
公
民
館
の
雨

戸
、
内
ト
イ
レ
の
設
置
工
事
の
進
捗
、

津
波
対
策
と
し
て
海
抜
表
示
の
現
状
を

伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

①
34
集
落
公
民
館
の
雨
戸
の
改
修
工
事

を
10
月
か
ら
着
工
し
年
度
末
ま
で
に
は

終
わ
る
予
定
で
あ
る
。
す
で
に
事
業
実

施
済
み
の
阿
伝
公
民
館
、
構
造
的
に
設

置
が
困
難
な
湾
、
赤
連
の
公
民
館
は
除

く
。

②
海
抜
表
示
に
つ
い
て
は　

公
共
施
設
、

役
場
、
学
校
、
公
民
館
等
の
避
難
施
設

周
辺
を
中
心
に
97
か
所
を
設
置
し
て
あ

る
。共

同
納
骨
堂
は
10
名
の

委
員
で
検
討
開
始

　

町
民
の
期
待
が
高
い
共
同
納
骨
堂
の

進
捗
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

検
討
委
員
会
は
区
長
会
よ
り
３
名
、

長
寿
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
女
性
連
絡
協
議
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
宗
教
法
人
浄
真
寺
、
議
会
、

副
町
長
の
10
名
で
構
成
。

　

８
月
２
日
に
第
１
回
の
検
討
委
員
会

を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
報
告
、
集
落
の
墓
地
の
状

況
、
郡
内
の
事
例
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
浄
真
寺
の
納
骨
堂

視
察
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
延
期
し
て
い

る
。
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
見
な
が
ら
第
２
回

目
の
会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

貸出用パルスオキシメーター

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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宿
泊
療
養
施
設
の
開
所
は

喫
緊
の
課
題

　

本
町
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

は
８
月
11
日
の
１
人
の
感
染
発
表
以
来
、

短
期
間
で
87
名
の
陽
性
が
島
内
で
確
認

さ
れ
る
大
変
な
経
験
を
し
た
。

　

今
回
の
対
応
で
深
刻
な
の
は
、
鹿
児

島
県
・
喜
界
町
が
用
意
す
べ
き
軽
症
者
、

無
症
状
者
向
け
の
宿
泊
療
養
施
設
は
用

意
で
き
る
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

施
設
が
開
所
で
き
ず
80
余
名
の
多
く
の

感
染
者
が
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
に
あ
る
。

　

宿
泊
療
養
施
設
は
看
護
師
が
常
駐

し
、
24
時
間
医
師
と
連
絡
で
き
一
定
の

医
療
の
見
守
り
が
確
保
で
き
、
費
用
は

公
費
負
担
が
原
則
で
す
の
で
宿
泊
料
、

食
費
、
医
療
費
は
無
料
で
あ
る
。
一方
、

自
宅
療
養
の
場
合
は
家
族
感
染
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
食
費
も
個
人
負
担
。

　

奄
美
医
療
圏
で
宿
泊
療
養
施
設
を

確
保
で
き
て
な
い
の
は
喜
界
町
だ
け
。

（
９
月
３
日
現
在
）

　

今
、
町
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

取
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
も
っ
て

町
民
の
命
を
守
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

８
月
の
陽
性
確
認
者
詳
細
、
今
後
の

対
策
に
つい
て
伺
う
。

　
町
長･

保
健
福
祉
課
長･

企
画
観
光
課
長

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
県
の
発
表
で

は
島
外
で
の
感
染
者
２
名
含
め
89
名
、

島
内
感
染
者
は
87
名
。
重
症
度
別
に
は

87
名
中
、
中
等
症
Ⅱ
が
３
名
、
中
等
症

Ⅰ
が
５
名
、
軽
症
が
79
名
。

　

隔
離
施
設
は
医
療
施
設
が
９
名
、
自

宅
待
機
が
81
名
。

　

そ
の
後
、
療
養
解
除
さ
れ
た
方
を
引

く
と
９
／
３
現
在
自
宅
療
養
者
は
16
名

で
あ
る
。

②
自
宅
療
養
者
に
は
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
（
酸
素
濃
度
計
測
器
）
を
30
個
用

意
し
貸
し
出
し
て
い
る
。
食
事
の
提
供

は一
人
暮
ら
し
で
用
意
が
で
き
な
い
方
に

提
供
し
て
い
る
。

③
宿
泊
療
養
施
設
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
、
県
と
も
連
携
し
つつ
確
保
に
向

け
尽
力
し
て
い
く
。
今
後
は
公
共
施
設

も
隔
離
施
設
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

④
空
港
の
手
荷
物
引
き
渡
し
台
の
密
状

態
は
関
係
機
関
と
協
議
の
場
を
設
け
改

善
し
て
い
き
た
い
。

町
民
の
有
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

実
施
の
方
向

　

１
年
半
も
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
の
連
鎖
を
断
つ
に
は
大

規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
大
事
で
あ
る
。

検
査
は
感
染
者
の
早
期
発
見
、
ク
ラ
ス

タ
ー
封
じ
込
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
今

こ
そ
大
規
模
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
如
何
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
現
在
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
方
や
濃
厚
接
触
者
等
に
対
し
保

健
所
の
判
断
に
よ
る
行
政
検
査
が
あ

る
。
ま
た
病
院
で
は
院
内
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
検

査
に
つい
て
は
国
、
県
の
動
き
を
注
視
し

た
い
。

②
町
民
が
希
望
す
る
有
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
と
も
相
談

し
な
が
ら
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
等
を
解
決

し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。

過
労
死
ラ
イ
ン
残
業
月
80
時
間

超
の
町
職
員
は
い
な
い

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
央
官
庁
や
都
市
部
の

自
治
体
で
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
80
時

間
越
え
、
１
０
０
時
間
の
労
働
実
態
も

報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
町
職
員
の
皆
さ

ん
に
は
長
期
に
渡
っ
て
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止

対
策
に
従
事
い
た
だ
い
て
い
る
が
過
重
労

働
、
と
り
わ
け
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
間

80
時
間
超
の
職
員
は
い
な
い
か
。
防
ぐ

手
立
て
を
伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

①
職
員
は
通
常
業
務
に
加
え
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
過
労
死
ラ
イ
ン
の

80
時
間
を
超
え
る
職
員
は
い
な
い
。
防

止
策
と
し
て
事
前
に
超
勤
命
令
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
45
時
間

を
超
え
そ
う
な
段
階
で
総
務
課
と
担
当

課
長
で
調
整
す
る
こ
と
で
実
務
軽
減
を

図
る
手
立
て
を
講
じ
て
い
る
。

②
仮
に
80
時
間
を
超
え
た
場
合
は
産
業

医
と
の
面
談
を
行
い
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
の
体
制
も
整
え
て
あ
る
。
時
間
的

に
は
大
丈
夫
で
も
疲
弊
し
て
い
る
職
員

に
は
内
部
の
ケ
ア
に
も
十
分
注
意
し
て
い

く
。

町
営
診
療
所
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
も
検
討
し
て
い
く

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
診
療
所
は
も
っ
と
役
割

発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

①
月
間
で
約
10
日
間
開
院
し
て
い
る
。

医
師
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
患
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
集
団
接
種
の
軽
減

も
図
ら
れ
て
い
る
。

②
今
後
も
こ
の
運
営
を
維
持
し
な
が
ら

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

集
落
公
民
館
の
雨
戸･

ト
イ
レ

改
修
は
年
度
末
ま
で
に
終
了

　

台
風
対
策
の
各
集
落
公
民
館
の
雨

戸
、
内
ト
イ
レ
の
設
置
工
事
の
進
捗
、

津
波
対
策
と
し
て
海
抜
表
示
の
現
状
を

伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

①
34
集
落
公
民
館
の
雨
戸
の
改
修
工
事

を
10
月
か
ら
着
工
し
年
度
末
ま
で
に
は

終
わ
る
予
定
で
あ
る
。
す
で
に
事
業
実

施
済
み
の
阿
伝
公
民
館
、
構
造
的
に
設

置
が
困
難
な
湾
、
赤
連
の
公
民
館
は
除

く
。

②
海
抜
表
示
に
つ
い
て
は　

公
共
施
設
、

役
場
、
学
校
、
公
民
館
等
の
避
難
施
設

周
辺
を
中
心
に
97
か
所
を
設
置
し
て
あ

る
。共

同
納
骨
堂
は
10
名
の

委
員
で
検
討
開
始

　

町
民
の
期
待
が
高
い
共
同
納
骨
堂
の

進
捗
に
つい
て
伺
う
。

　
　
　

町
民
税
務
課
長

　

検
討
委
員
会
は
区
長
会
よ
り
３
名
、

長
寿
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
女
性
連
絡
協
議
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
宗
教
法
人
浄
真
寺
、
議
会
、

副
町
長
の
10
名
で
構
成
。

　

８
月
２
日
に
第
１
回
の
検
討
委
員
会

を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
報
告
、
集
落
の
墓
地
の
状

況
、
郡
内
の
事
例
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
浄
真
寺
の
納
骨
堂

視
察
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
延
期
し
て
い

る
。
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
見
な
が
ら
第
２
回

目
の
会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

質問する
生島 常範 議員

コ
ロ
ナ
支
援
は
国
・
県
と
連
携

し
つ
つ
町
独
自
支
援
も
検
討

　

本
町
で
も
８
月
中
旬
以
降
感
染
拡
大

し
危
機
的
状
況
で
あ
る
。
飲
食
店
等
に

関
し
て
は
営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金

等
が
あ
り
安
堵
し
て
い
る
が
、
一般
町
民

向
け
の
支
援
策
や
、
相
談
窓
口
の
設
置

を
行
政
無
線
で
案
内
で
き
な
い
か
。

　

町
民
の
中
に
は
、
感
染
拡
大
に
よ
り

収
入
減
少
な
ど
生
活
に
困
って
い
る
方
々

も
い
る
。「
今
、正
に
災
害
時
」
な
の
で
、

町
独
自
で
も
現
金
支
給
や
税
金
等
納
付

期
限
猶
予
な
ど
検
討
し
、
支
援
策
や
各

種
相
談
窓
口
設
置
の
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
行
政
無
線
で
広

く
お
知
ら
せ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

総
務
課
長
・
税
対
策
監

　

生
活
困
窮
者
、
従
業
員
な
ど
個
人

向
け
の
相
談
窓
口
開
設
も
準
備
し
て
い

る
。
地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
各
種
税
の
猶

予
、
減
免
制
度
等
も
あ
る
。
基
本
的
に

は
国
、
県
の
支
援
策
で
。
そ
こ
か
ら
漏

れ
る
と
こ
ろ
を
町
単
独
事
業
で
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
き
た
が
、
今
後
は

行
政
無
線
で
も
案
内
し
て
い
き
た
い
。

 　

感
染
者
の
殆
ど
が
軽
症
で
自
宅
療
養

だ
が
、
家
庭
内
感
染
拡
大
に
よ
る
中
症
、

重
症
化
に
備
え
、
診
療
所
等
の
町
施
設

で
隔
離
療
養
で
き
る
よ
う
、
医
師
会
や

知
事
に
要
望
し
て
自
衛
隊
医
療
チ
ー
ム

要
請
等
も
検
討
が
必
要
で
は
。

 　
　
　

町
長

　

今
の
状
況
は
ま
だ
自
衛
隊
を
要
請
す

る
状
況
で
は
な
い
が
、
最
悪
の
場
合
は

知
事
、
県
と
連
携
し
て
要
請
す
る
必
要

も
あ
る
と
思
う
。
現
時
点
で
は
、
自
宅

待
機
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
、
宿
泊

療
養
が
で
き
る
よ
う
県
と
相
談
し
な
が

ら
や
って
い
き
た
い
。

避
難
所
整
備
は
10
月
か
ら

34
施
設
着
工

　

今
年
は
幸
い
本
町
に
接
近
し
た
台
風

は
ま
だ
無
い
が
、
昨
年
は
窓
枠
の
な
い

避
難
所
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
か
ら
日
本
接
近
が
多
い
秋
台

風
の
発
生
に
備
え
て
、
避
難
所
の
整
備

状
況
を
心
配
す
る
声
が
多
い
。

 　

昨
年
９
月
に
は
超
大
型
台
風
が
接
近

し
千
人
近
い
町
民
が
避
難
し
た
が
、
課

題
と
な
っ
た
避
難
所
の
窓
枠
設
置
や
内

ト
イ
レへの
改
修
工
事
の
進
捗
を
伺
う
。 

　
　
　

総
務
課
長

　

昨
年
の
台
風
10
号
の
避
難
状
況
か

ら
、
避
難
所
の
分
散
化
を
図
る
た
め
全

集
落
の
施
設
を
調
査
し
た
。
予
算
確
保

で
き
た
の
で
、
実
施
済
み
（
阿
伝
）、

設
置
困
難
箇
所
（
湾
、
赤
連
は
地
区

内
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
工
事
は
し
な
い
）
を
除
い
た
34
施

設
を
10
月
か
ら
着
工
す
る
予
定
な
の
で
、

工
事
完
了
施
設
は
無
し
。内
容
は
雨
戸
、

内
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
。
上
嘉
鉄
地
区

セ
ン
タ
ー
は
奄
振
事
業
候
補
で
検
討
中
。

公
園
管
理
の
全
般
的
見
直
し

事
業
は
令
和
５
年
度
か
ら

　

町
内
公
園
の
全
般
的
見
直
し
計
画
を

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
多
く
の
町

民
か
ら
空
港
臨
海
公
園
内
の
ト
イ
レ
増

設
の
要
望
が
強
い
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

人
気
で
利
用
者
も
多
い
上
に
、
海
水
浴

客
、
親
子
連
れ
の
利
用
者
も
多
い
「
喜

界
島
の
顔
」
で
あ
る
。

 　

高
齢
者
を
中
心
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

大
人
気
で
、
令
和
２
年
度
は
年
間
延
べ

１
，０
２
１
団
体
が
利
用
し
、
３
０
０
人

以
上
も
参
加
す
る
大
会
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
日
頃
か
ら
利
用
者
は
多
い
が
、

ト
イ
レ
は
既
存
の
１
か
所
の
み
。
利
用

者
は
高
齢
の
女
性
が
多
い
の
に
、
女
子

ト
イ
レ
は
同
時
に
２
名
し
か
利
用
で
き

な
い
。
見
直
し
計
画
の
内
容
と
仮
設
ト

イ
レ
の
設
置
の
可
能
性
も
含
め
て
見
解

を
伺
う
。

 　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
在
実
施
し
て
い
る
「
空
港
臨
海
公

園
改
修
計
画
」
に
て
町
民
、
観
光
客
等

が
安
全
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

９
区
域
を
設
定
し
、
４
か
所
の
ト
イ
レ

設
置
を
想
定
し
て
い
る
。

　

実
施
時
期
は
令
和
５
年
か
ら
令
和
９

年
の
事
業
実
施
計
画
だ
が
、
そ
の
時
点

の
社
会
情
勢
や
財
政
状
況
に
よ
って
は
変

更
も
有
り
得
る
と
思
う
。
仮
設
ト
イ
レ

設
置
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
を
考
慮

し
、
大
会
主
催
者
と
も
協
議
し
て
対
応

し
た
い
。

コロナ対策で休業中の飲食店

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
要
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コ
ロ
ナ
支
援
は
国
・
県
と
連
携

し
つ
つ
町
独
自
支
援
も
検
討

　

本
町
で
も
８
月
中
旬
以
降
感
染
拡
大

し
危
機
的
状
況
で
あ
る
。
飲
食
店
等
に

関
し
て
は
営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金

等
が
あ
り
安
堵
し
て
い
る
が
、
一般
町
民

向
け
の
支
援
策
や
、
相
談
窓
口
の
設
置

を
行
政
無
線
で
案
内
で
き
な
い
か
。

　

町
民
の
中
に
は
、
感
染
拡
大
に
よ
り

収
入
減
少
な
ど
生
活
に
困
って
い
る
方
々

も
い
る
。「
今
、正
に
災
害
時
」
な
の
で
、

町
独
自
で
も
現
金
支
給
や
税
金
等
納
付

期
限
猶
予
な
ど
検
討
し
、
支
援
策
や
各

種
相
談
窓
口
設
置
の
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
行
政
無
線
で
広

く
お
知
ら
せ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

総
務
課
長
・
税
対
策
監

　

生
活
困
窮
者
、
従
業
員
な
ど
個
人

向
け
の
相
談
窓
口
開
設
も
準
備
し
て
い

る
。
地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
各
種
税
の
猶

予
、
減
免
制
度
等
も
あ
る
。
基
本
的
に

は
国
、
県
の
支
援
策
で
。
そ
こ
か
ら
漏

れ
る
と
こ
ろ
を
町
単
独
事
業
で
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
き
た
が
、
今
後
は

行
政
無
線
で
も
案
内
し
て
い
き
た
い
。

 　

感
染
者
の
殆
ど
が
軽
症
で
自
宅
療
養

だ
が
、
家
庭
内
感
染
拡
大
に
よ
る
中
症
、

重
症
化
に
備
え
、
診
療
所
等
の
町
施
設

で
隔
離
療
養
で
き
る
よ
う
、
医
師
会
や

知
事
に
要
望
し
て
自
衛
隊
医
療
チ
ー
ム

要
請
等
も
検
討
が
必
要
で
は
。

 　
　
　

町
長

　

今
の
状
況
は
ま
だ
自
衛
隊
を
要
請
す

る
状
況
で
は
な
い
が
、
最
悪
の
場
合
は

知
事
、
県
と
連
携
し
て
要
請
す
る
必
要

も
あ
る
と
思
う
。
現
時
点
で
は
、
自
宅

待
機
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
、
宿
泊

療
養
が
で
き
る
よ
う
県
と
相
談
し
な
が

ら
や
って
い
き
た
い
。

避
難
所
整
備
は
10
月
か
ら

34
施
設
着
工

　

今
年
は
幸
い
本
町
に
接
近
し
た
台
風

は
ま
だ
無
い
が
、
昨
年
は
窓
枠
の
な
い

避
難
所
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
か
ら
日
本
接
近
が
多
い
秋
台

風
の
発
生
に
備
え
て
、
避
難
所
の
整
備

状
況
を
心
配
す
る
声
が
多
い
。

 　

昨
年
９
月
に
は
超
大
型
台
風
が
接
近

し
千
人
近
い
町
民
が
避
難
し
た
が
、
課

題
と
な
っ
た
避
難
所
の
窓
枠
設
置
や
内

ト
イ
レへの
改
修
工
事
の
進
捗
を
伺
う
。 

　
　
　

総
務
課
長

　

昨
年
の
台
風
10
号
の
避
難
状
況
か

ら
、
避
難
所
の
分
散
化
を
図
る
た
め
全

集
落
の
施
設
を
調
査
し
た
。
予
算
確
保

で
き
た
の
で
、
実
施
済
み
（
阿
伝
）、

設
置
困
難
箇
所
（
湾
、
赤
連
は
地
区

内
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
工
事
は
し
な
い
）
を
除
い
た
34
施

設
を
10
月
か
ら
着
工
す
る
予
定
な
の
で
、

工
事
完
了
施
設
は
無
し
。内
容
は
雨
戸
、

内
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
。
上
嘉
鉄
地
区

セ
ン
タ
ー
は
奄
振
事
業
候
補
で
検
討
中
。

公
園
管
理
の
全
般
的
見
直
し

事
業
は
令
和
５
年
度
か
ら

　

町
内
公
園
の
全
般
的
見
直
し
計
画
を

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
多
く
の
町

民
か
ら
空
港
臨
海
公
園
内
の
ト
イ
レ
増

設
の
要
望
が
強
い
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

人
気
で
利
用
者
も
多
い
上
に
、
海
水
浴

客
、
親
子
連
れ
の
利
用
者
も
多
い
「
喜

界
島
の
顔
」
で
あ
る
。

 　

高
齢
者
を
中
心
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

大
人
気
で
、
令
和
２
年
度
は
年
間
延
べ

１
，０
２
１
団
体
が
利
用
し
、
３
０
０
人

以
上
も
参
加
す
る
大
会
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
日
頃
か
ら
利
用
者
は
多
い
が
、

ト
イ
レ
は
既
存
の
１
か
所
の
み
。
利
用

者
は
高
齢
の
女
性
が
多
い
の
に
、
女
子

ト
イ
レ
は
同
時
に
２
名
し
か
利
用
で
き

な
い
。
見
直
し
計
画
の
内
容
と
仮
設
ト

イ
レ
の
設
置
の
可
能
性
も
含
め
て
見
解

を
伺
う
。

 　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
在
実
施
し
て
い
る
「
空
港
臨
海
公

園
改
修
計
画
」
に
て
町
民
、
観
光
客
等

が
安
全
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

９
区
域
を
設
定
し
、
４
か
所
の
ト
イ
レ

設
置
を
想
定
し
て
い
る
。

　

実
施
時
期
は
令
和
５
年
か
ら
令
和
９

年
の
事
業
実
施
計
画
だ
が
、
そ
の
時
点

の
社
会
情
勢
や
財
政
状
況
に
よ
って
は
変

更
も
有
り
得
る
と
思
う
。
仮
設
ト
イ
レ

設
置
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
を
考
慮

し
、
大
会
主
催
者
と
も
協
議
し
て
対
応

し
た
い
。

質問する
野間 弘也 議員

コ
ロ
ナ
長
期
的
な
感
染
防
止

対
策
を

　

来
年
度
予
算
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
費
に
つい
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が

ら
、
影
響
を
受
け
て
い
る
方
々
へ
の
支
援

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
費
用
対
効
果
抜
き
に
緊
急
時
に

備
え
る
こ
と
も
必
要
で
、
具
体
的
対
応

策
と
し
て
公
共
施
設
の
確
保
も
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、
考
え
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
。

　

政
府
は
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
編

成
の
各
省
庁
の
概
算
要
求
の
段
階
で
、

既
に
過
去
最
高
の
予
算
規
模
と
い
っ
た

声
も
あ
る
。
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、
今

年
度
補
正
予
算
も
含
め
て
状
況
に
応
じ

た
施
策
を
即
座
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

感
染
症
に
特
化
し
た
チ
ー
ム
、
ま
た

は
対
応
室
等
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
　

町
長

　

組
織
上
、
必
要
な
の
が
マ
ン
パ
ワ
ー
と

考
え
る
。
自
分
の
業
務
を
し
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
対
策
業
務
を
行
う
こ
と
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
の
知
識
も
入
っ

て
く
る
。
町
職
員
全
員
が一丸
と
な
って
、

そ
し
て
町
民
も
一
丸
と
な
っ
て
、
感
染
防

止
に
進
ん
で
い
く
体
制
作
り
が
必
要
。

現
在
の
状
況
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
　
　

総
務
課
長

　

通
常
業
務
の
関
係
性
、人
員
の
確
保
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
業
務

は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
一つ
に
ま

と
め
る
の
は
現
実
的
に
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
現
在
の
体
制
で
も
各
課
明
確
に

役
割
分
担
し
お
互
い
連
携
を
図
り
協
力

体
制
を
築
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
引

き
続
き
、
現
在
の
体
制
で
各
課
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
連
携
を

図
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
業
務
を

進
め
て
い
く
上
で
集
約
し
た
方
が
効
果

的
な
場
合
が
あ
れ
ば
、
臨
機
応
変
に
調

整
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
特
定
の
職

員
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
た
め
、
負
担
や
責
任
の
分
散
化
も

踏
ま
え
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

空
港
待
合
所
改
修
急
務

　

長
期
化
を
考
え
３
密
解
消
、検
査（
Ｐ

Ｃ
Ｒ
等
）
体
制
の
整
備
を
検
討
す
る
に

は
空
港
待
合
所
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
。
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

施
設
の
管
理
者
、
建
物
所
有
者
、
地

元
自
治
体
と
関
係
者
が
多
く
、
大
変

困
難
し
て
お
り
早
急
に
御
支
援
頂
き
た

く
８
月
２
日
の
離
島
懇
親
会
で
県
知
事

へ
、
喜
界
空
港
手
荷
物
引
渡
所
の
拡
張

に
つい
て
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
段
階
で
は
打
開
案
が
見
い
だ
せ
な

い
の
が
現
状
。今
後
、空
港
管
理
者
の
県
、

空
港
ビ
ル
所
有
者
で
あ
る
株
式
会
社
奄

美
航
空
、
運
行
会
社
の
日
本
エ
ア
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
株
式
会
社
、
町
の
４
者
間
で

の
協
議
会
等
を
設
置
し
、
問
題
を
置
き

去
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
改
善
で
き

る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　

 

改修工事を待つ避難所となる集落公民館

令和３年７月の空港臨海公園多目的
公園のグランドゴルフ予約表

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
要

質
要
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１０月２１日・・・・・広報研修会（鹿児島市）（広報委員）

１１月９日・・・・・・離島振興市町村議会議長全国大会（東京）（議長）オンライン形式

１１月１１日・・・・・奄美群島広域事務組合議会定例会（奄美市）（議長）

１１月下旬・・・・・町村議会議長全国大会（東京）（議長）オンライン形式

議会のうごき（10月～12月）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

次の議会は、12月上旬を予定しています。

また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、録画もご覧いただくことができます。）

午前9時30分 開会　皆様の傍聴をお待ちしています。

お問合せ　喜界町議会事務局　電話 65 - 1115

ご案内

コ
ロ
ナ
長
期
的
な
感
染
防
止

対
策
を

　

来
年
度
予
算
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
費
に
つい
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

総
務
課
長

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
な
が

ら
、
影
響
を
受
け
て
い
る
方
々
へ
の
支
援

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
費
用
対
効
果
抜
き
に
緊
急
時
に

備
え
る
こ
と
も
必
要
で
、
具
体
的
対
応

策
と
し
て
公
共
施
設
の
確
保
も
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、
考
え
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
。

　

政
府
は
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
編

成
の
各
省
庁
の
概
算
要
求
の
段
階
で
、

既
に
過
去
最
高
の
予
算
規
模
と
い
っ
た

声
も
あ
る
。
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、
今

年
度
補
正
予
算
も
含
め
て
状
況
に
応
じ

た
施
策
を
即
座
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

感
染
症
に
特
化
し
た
チ
ー
ム
、
ま
た

は
対
応
室
等
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
　

町
長

　

組
織
上
、
必
要
な
の
が
マ
ン
パ
ワ
ー
と

考
え
る
。
自
分
の
業
務
を
し
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
対
策
業
務
を
行
う
こ
と
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
の
知
識
も
入
っ

て
く
る
。
町
職
員
全
員
が一丸
と
な
って
、

そ
し
て
町
民
も
一
丸
と
な
っ
て
、
感
染
防

止
に
進
ん
で
い
く
体
制
作
り
が
必
要
。

現
在
の
状
況
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
　
　

総
務
課
長

　

通
常
業
務
の
関
係
性
、人
員
の
確
保
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
業
務

は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
一つ
に
ま

と
め
る
の
は
現
実
的
に
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
現
在
の
体
制
で
も
各
課
明
確
に

役
割
分
担
し
お
互
い
連
携
を
図
り
協
力

体
制
を
築
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
引

き
続
き
、
現
在
の
体
制
で
各
課
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
連
携
を

図
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
業
務
を

進
め
て
い
く
上
で
集
約
し
た
方
が
効
果

的
な
場
合
が
あ
れ
ば
、
臨
機
応
変
に
調

整
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
特
定
の
職

員
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
た
め
、
負
担
や
責
任
の
分
散
化
も

踏
ま
え
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

空
港
待
合
所
改
修
急
務

　

長
期
化
を
考
え
３
密
解
消
、検
査（
Ｐ

Ｃ
Ｒ
等
）
体
制
の
整
備
を
検
討
す
る
に

は
空
港
待
合
所
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
。
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

町
長

　

施
設
の
管
理
者
、
建
物
所
有
者
、
地

元
自
治
体
と
関
係
者
が
多
く
、
大
変

困
難
し
て
お
り
早
急
に
御
支
援
頂
き
た

く
８
月
２
日
の
離
島
懇
親
会
で
県
知
事

へ
、
喜
界
空
港
手
荷
物
引
渡
所
の
拡
張

に
つい
て
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
　

企
画
観
光
課
長

　

現
段
階
で
は
打
開
案
が
見
い
だ
せ
な

い
の
が
現
状
。今
後
、空
港
管
理
者
の
県
、

空
港
ビ
ル
所
有
者
で
あ
る
株
式
会
社
奄

美
航
空
、
運
行
会
社
の
日
本
エ
ア
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
株
式
会
社
、
町
の
４
者
間
で

の
協
議
会
等
を
設
置
し
、
問
題
を
置
き

去
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
改
善
で
き

る
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　

 

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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読

者

の

声

印刷：渕上印刷株式会社

185号

　
5
年
生（
2
期
目
）の
先
輩
議
員
2
名
と
1
年
生（
1
期
目
）

の
新
人
4
名
、計
6
名
で
編
集
し
て
い
る「
議
会
だ
よ
り
」も
4

回
目
と
な
り
ま
し
た
。毎
回
先
輩
方
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

学
び
と
同
時
に
気
付
き
も
多
く
、感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
8
月
中
旬
か
ら
喜
界
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
、

医
療
、経
済
を
始
め
大
変
な
状
況
で
し
た
が
、議
会
も
行
政
と

共
に
町
民
の
皆
様
の
不
安
、疑
問
の
解
消
の
た
め
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　
手
元
の『
議
員
必
携
』に
は
、「
議
会
の
使
命
は
行
政
の
具
体

的
政
策
を
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
と
、そ
の
決
定
し
た
政
策

を
中
心
に
執
行
さ
れ
た
事
業
の
実
施
が
適
法
、適
正
、そ
し
て

公
平
、効
率
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
批
判
し
監
視
す
る
こ

と
」、と
あ
り
ま
す
。議
会
が
批
判
、監
視
す
る
根
拠
は
町
民
の

皆
様
の「
声
」で
す
。広
報
委
員
会
が
実
施
し
た
葉
書
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
今
号
と
次
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。生
の
声
を
元
に

町
民
目
線
で
活
動
す
る
議
会
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
全
議

員
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、手
元

に
ま
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
葉
書
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
寄
せ
下

さ
い
。町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

も
っ
と
身
近
な
議
会
を
感
じ
て

戴
け
る
よ
う
な
広
報
誌
編
集
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　  

文
責
　
生
島 

常
範

日
吉 

美
代
子 

（
静
岡
県
浜
松
市
）

ひ
よ
し　

み
よ
こ

編

集

後

記

良
岡 

理
一
郎

倉
橋 

博
都

野
間 

弘
也

生
島 

常
範

米
田 

信
也

土
岐 

和
貴

喜
界
町
議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

　

夏
が
過
ぎ
、
シ
マ
遊
び
の
季
節
に
な
っ
た
が
、
今
夜
も

ま
だ
暑
い
。
黒
糖
焼
酎
の
水
割
り
に
冷
凍
シ
ー
ク
ー
を

入
れ
氷
の
代
わ
り
に
す
る
。
香
り
に
酔
い
な
が
ら
去
年

こ
の
シ
ー
ク
ー
を
ち
ぎ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
川
嶺
の
風
景
を

思
い
起
こ
す
。島
を
離
れ
て
は
や
半
年
。毎
朝
、F
B（
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
）
を
覗
く
と
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
の
様
子
や
波
の

音
、
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
ど
こ
に
い
て
も
喜
界
島

の
変
わ
ら
な
い
情
景
が
目
に
浮
か
び
恋
し
く
な
る
。

　
一
方
、
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
た
。

生
き
る
力
も
試
さ
れ
、
大
切
な
も
の
を
考
え
直
す
機
会

が
人
々
に
与
え
ら
れ
た
。
感
染
症
は
こ
れ
か
ら
も
形
を

変
え
常
に
存
在
す
る
課
題
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

都
市
か
ら
は
魅
力
が
失
せ
、
自
然
豊
か
な
地
方
に
帰
り

た
い
人
は
増
え
て
き
た
。
け
れ
ど
自
然
と
共
に
生
き
る

こ
と
は
そ
ん
な
に
容
易
い
こ
と
で
は
な
い
。
私
は
島
に
つ
い

て
話
す
時
、
い
つ
も
島
の
人
の
こ
と
を
話
す
。
忍
耐
力
と

持
久
力
、
繰
り
返
し
立
ち
上
が
る
強
さ
と
優
し
さ
を
持

つ
感
性
豊
か
な
人
た
ち
が
島
の
暮
ら
し
を
守
って
い
る
と
。

　

こ
の
度
、
議
会
だ
よ
り
への
寄
稿
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
い
る
。

　

喜
界
島
で
息
子
の
慎
太
郎
と
暮
ら
せ
た
事
は
、
私
に

と
っ
て
一
生
の
宝
だ
。
し
っ
か
り
と
作
り
込
ま
れ
た
議
会

だ
よ
り
を
W
E
B
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
）
で
読
む
と
、

外
に
い
て
も
そ
の
時
々
の
島
の
様
子
を
現
実
的
に
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
喜
界
島
の
将
来
の
た
め
に
活
き
活

き
と
し
た
議
論
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
大
い
な
る
活
躍
に

期
待
を
寄
せ
る
。

　

美
し
い
島
の
外
で
世
界
は
今
、
温
暖
化
対
策
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
を
し
て
い
る
。
10
年
後
に
は
ガ
ソ
リ
ン
車
は
販

売
さ
れ
な
く
な
る
。
世
界
規
模
で
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
変

わ
る
こ
と
に
な
る
。
島
に
あ
る
車
も
い
ず
れ
変
わ
る
時
が

く
る
。
ガ
ソ
リ
ン
の
代
わ
り
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
料
は

風
力
、
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
な
も
の
か
ら
つ
く
る

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
地
産
地
消
型
を

目
指
す
よ
う
に
な
る
。
中
国
や
途
上
国
で
も
自
動
車
の

普
及
は
加
速
し
、
二
酸
化
炭
素
量
を
急
激
に
増
や
し
て

い
る
。
異
常
気
象
や
自
然
災
害
は
無
関
係
に
み
え
る
と

こ
ろ
に
も
襲
っ
て
く
る
。
便
利
な
暮
ら
し
と
引
き
換
え
に

自
然
破
壊
を
進
め
て
し
ま
っ
た
現
代
人
は
世
界
中
で
温

暖
化
対
策
ル
ー
ル
を
強
化
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
大
き
な

流
れ
に
呑
み
込
ま
れ
な
が
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
島
で
の
暮
ら
し
に
も
変
化
が
訪
れ
る
。「
変
ら
ず
に
生

き
て
ゆ
く
た
め
に
は
自
分
が
変
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
昔
の

イ
タ
リ
ア
映
画
『
山
猫
』
で
の
主
人
公
の
台
詞
だ
が
「
今

の
生
活
、
仕
事
、
幸
福
、
な
ど
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
す

る
た
め
に
、
自
分
の
考
え
や
行
動
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、

世
の
中
の
動
向
を
見
極
め
、
自
分
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
も
ま
た
い
つ
か
島
に
戻
る
事
を
夢
見
る
。
三
線
と

島
唄
が
聞
こ
え
、
ス
ギ
ラ
が
美
し
く
、
黒
糖
焼
酎
を
く

み
交
わ
す
友
人
が
健
や
か
で
あ
る
、
そ
ん
な
変
わ
ら
な

い
島
暮
ら
し
が
あ
っ
て
欲
し
い
。
変
わ
ら
ず
に
い
る
た
め

に
、
島
の
子
供
達
の
未
来
に
繋
が
る
必
要
な
変
化
に
挑

ん
で
ほ
し
い
。

　

時
代
は
令
和
へ
と
移
り
、
暮
ら
し
方
も
多
様
化
し
た
。

人
の
縁
も
一
期
一
会
か
ら
日
常
茶
飯
事
に
な
っ
た
。
多
拠

点
の
生
活
も
も
は
や
普
通
に
な
っ
て
き
た
。
島
を
出
た

子
供
達
が
島
外
に
出
入
り
し
な
が
ら
も
島
か
ら
離
れ
ず

に
生
き
る
道
は
沢
山
あ
る
。
喜
界
島
は
有
意
義
で
愛
と

幸
福
に
満
ち
る
。
島
の
子
供
達
は
現
代
の
生
き
方
を
持
っ

て
素
晴
ら
し
い
故
郷
に
き
っ
と
帰
って
く
る
。

　

そ
ん
な
「
帰
り
た
い
島
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
島

の
存
続
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
を
馳
せ
る
。


